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新型コロナ収束
と“観光立国ニッポン”
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(100 million)

International Tourist Arrivals
(国際観光客数の推移＆伸率）

２.“観光立国ニッポン”への道（2003年～2019年）



訪日外国人旅行者数の推移
（観光庁「観光白書2020」）

「訪日外国人旅行者数と出国日本人数の推移」

（観光庁「観光白書2020」）
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（観光庁「観光白書2020」）



訪日外国人旅行者数及び割合（国・地域別） 【2019年】
3，188万人

【2003年 】521万人

アジア 344万人（66.1%）
うち東アジア 295万人(56.6%)
うち東南アジア 44万人（8.5%）

韓国
146万人

（28.0%）

台湾
79万人

（15.1%）
中国
45万人
（8.6%）

香港
26万人
（5.0%）

米国
66万人
（12.6%）

北米
78万人
（15.0%）

その他
39万人
（7.5%）

インド
5万人（0.9%）

ベトナム
2万人（0.3%）

フィリピン
14万人（2.6%）

インドネシア
6万人（1.2%）

マレーシア
7万人（1.3%）

シンガポール
8万人（1.5%）

タイ
8万人（1.5%）

カナダ
13万人
（2.4%）

イギリス
20万人
（3.8%）

フランス
9万人
（1.6%）

ドイツ
9万人
（1.8%）

ロシア
4万人
（0.9%）

オーストラリア
17万人
（3.3%）

欧州主要
3ヵ国
38万人
（7.3%）

2003年
総計 521万人
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（資料）国土交通省「クルーズレポート」2020年1月23日）
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３．新型コロナ大打撃の“観光立国ニッポン”
・「ウイズコロナ」と「ポストコロナ」＆国内と国際
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３．新型コロナ大打撃の“観光立国ニッポン”
・「ウイズコロナ」と「ポストコロナ」＆国内と国際（UNWTO復活・予測）



「デジタル化」「オンライン化」「リモートワーク」etc.

３．新型コロナ大打撃の“観光立国ニッポン”

・働き方改革でライフスタイル変化：休暇の変化 [資料：観光庁]

注：WORKCATION/ BUSINESS + LEISURE
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資料） https://www.travelvoice.jp/20200813-146607 トラベルボイス（2020．08.13） 「2019年実施」

「日本・取得率」
19カ国中、最下位

https://www.travelvoice.jp/20200813-146607


[The New Normal: Tourism]
●「団体旅行」も変化。ビジネスの大型
会議、学校の大型修学旅行が減少
⇒「FIT化（個人旅行化）」
●「都会派」⇒「自然・地域・滞在派」
「エコツーリズム」
「グリーンツーリズム」
「ファームステイ」
「ロングステイ」
「（地産地消型）フードツーリズム」

●「単なる観光」
⇒SITスペシャルインタレスト・ツアー
（“コト消費型”の「体験型観光」）

３．新型コロナ大打撃の“観光立国ニッポン”

・ 「旅行」変化：「団体⇒FIT(個人)」「都会派⇒自然・地域・滞在派」



４.復活シナリオ
１）「観光復活ステージ」（都道府県）内⇒隣県など地域内

⇒日本全域
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資料： 日本ツーリズム産業団体連合会「数字が語るツーリズム」＆「観光立国ニッポンのための観光学入門-実践編-」（NCコミュニケーション）
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[観光白書2020]

JAPANESE DOMESTIC 
OVERNIGHT TRIPS

INT’L VISITORS
DOMESTIC 
TRIPS

JAPANESE DOMESTIC 
SAMEDAY TRIPS

JAPANESE 
OVERSEAS 
TRAVEL (DOMESTIC)

[国内観光需要の
徹底的な掘り起こし]
●日本人海外旅行者

（クルーズ愛好者）
●在日外国人
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資料： 日本ツーリズム産業団体連合会「数字が語るツーリズム」＆「観光立国ニッポンのための観光学入門-実践編-」（NCコミュニケーション）

・「GO TO トラベル」キャンペーンの効用
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資料：UNWTO世界観光機関

＜おさらい＞ 国際観光の効果＆形態
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「日本版DMO  （Destination Marketing/Management Organization）」

・地域観光振興⇒DMO（“稼ぐ力を持つ”観光地経営組織）
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４.復活シナリオ
２）「国際観光復活ステージ」インバウンド＆日本人海外旅行

[国際的回復は急がず注意深く！]
「ビジネス要人」⇒「実習生・留学生」⇒「観光客」
往来には陰性証明やPCRなどの検査や入国者隔離など、
周到な準備が重要。

● 「緊急事態宣言」解除後、「夏頃に、オーストラリア、
ニュージーランド、タイ、ベトナムに」の動き➡「ベトナム」

●「制限緩和で難問の1つは、中国や韓国の観光客受入れ」
➡「急がず注意深く！

そして、従来のマイナス面の修正を」

・「訪日客シェアで大きな偏りの修正」
・「より健全な観光ビジネス・モデル”作りのため」etc.
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４.復活シナリオ
３） ウイズコロナ期の「再起策あれこれ」

提案１．「魅力的な新企画で再起を！」

「オンラインツアー」
●京都の「二条城、史上初！非公開エリアに徹底潜入
オンラインツアー」：参加料￥2,500

●箱根湯本「芸者とオンライン飲み会」：参加料￥1,000）
●琴平オンラインバスツアー「石見神楽鑑賞と現地旅行会社
がご案内する地域の魅力」：旅先料理付き￥4,980円

●北海道釧路「地域応援オンラインツアー」：
地域物産付き￥5,000～￥10,000）

●（海外編）「行った気になる観光セミナー
～バチカン美術館をオンライン体験！」：参加料￥1,000
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[官]
観光政策・推進・環境整備
・国民意識の醸成

●政府・国交省・観光庁
●地方自治体

（都道府県・市町村）

[産]
観光・旅行サービスの提供

●旅行会社●ホテル/旅館/民泊
●航空会社/空港 ●鉄道
●クルーズ/フェリー ●バス
●レストラン
●エンターテイメント

（テーマパークetc.）
●小売業（土産店・免税店etc.）

[学]
観光（学）研究・人材育成

●大学・大学院・研究所
●高校・専門学校etc.

[国民]
地域への目覚め・ボランティア

●NPOの観光地域づくり
●ボランティア・ガイド

提案２．「今こそ、地域や異業種の連携を!」
●DMO「摩周・川湯・屈斜路温泉」⇒

「温泉＋フードツーリズム」（「湯巡(ゆめ)グルメクーポン」）。
●「民泊連合＋商店街（宿＋朝食＋土産）」連携（大阪天神橋筋）
● 「クルーズ」（全国的連携の必要性）
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提案３．「“健全な”観光ビジネス・モデル作りを！」
●「観光リーケージ対策」（ZERO-DOLLAR TOURISM）

「観光収入が地元に還元されず、外部に漏出する現象」
（違法な「通訳ガイド」・「白タク」・「観光バス」・ 「民泊」・
「旅行手配」etc.） [例：“日帰り”クルーズ]

●外資系宿泊予約サイトの進出が盛ん。
しかし、従来にないビジネス慣習の跋扈

（例）直前の「無断取消し」や「過大割引

NHKニュース（2020.8.20）

外資系ホテル予約サイト(2020.8.20)
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（

業務区分 取扱額シェア(％) 

海外旅行 35.2

外国人旅行
（インバウンド）

4.7

国内旅行 60.1 

合計 100.0

「（日系）旅行会社の営業状況」
＜主要旅行業者（2019年度）・観光庁発表2020.05.22より＞

（2019年4月分～2020年3月分）

「日系旅行会社は、
インバウンドをほとんど、
取り扱っていない」

●優秀な日系企業が“自国のインバウンド観光”にもっと参入する。
（例）旅行会社etc.  
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提案４．「“官”支援策で再起の糸口に！」
観光先進国オーストラリア⇒ 「EMDG（ Export Market Developments Grants）

「インバウンド経費の一部を政府が出す支援策」

●＜日本： “官”支援策＞
例１）国土交通省「海洋周辺地域における訪日観光の充実・開拓及び魅力向上

事業」（WIFI・多言語対応設備、ツアー造成などの支援策）（2020年４月）
例２）観光庁「新生活様式に沿う着地整備促進」（自治体DMOの事業公募～

イベント実施経費やコンテンツ企画開発費などを助成）（2020年7月）
例３）環境省「低感染リスクの国立公園の観光事業を支援する政策」（2020年5月）
例４）東京都「VRなど新技術活用ツアー造成に助成金」（アクセシブル・ツーリズム

～障害者や高齢者などの都内観光支援策）（2020年7月）

提案５．「観光プロ」の人材養成
●地域を知るマーケティングに秀でた「観光プロ」

●日本に関心ある「外国人（含む・留学生）」
[公開済み・オンラインセミナー]
例：「今しなければならないこと～withコロナ時代の観光人材育成を考える」
例：「withコロナのデスティネーションマネジメント～フロリダの事例から学ぶ、

地域の観光経営に必要な５つの戦略～」

例：「ツーリズムプロデューサー養成塾」



日本人出国率15.0%
インバウンド

＋
（日本人）海外旅行

ご清聴をありがとうございました。
E-mail：masarusuzuki0308@gmail.com                      

http：//tourism-nippon.com

５．結び
“健全な観光立国”

ツーウェイ・ツーリズム

（双方向交流）
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「COVID-19＆TOURISM NIPPON」
（WEEKLY＆MONTHLY July～Sept./２０２０）



1967年4月 JTB勤務（33年間）
●7年：京都各支店勤務（国内・外人・海外）
●9年：海外支店勤務（シドニー・北京）
●2年：外人旅行事業部（GMT）
●15年：東京 (ルック海外部ーJTBワールド)

2000年3月
2000年4月:大阪観光大＆桜美林大 勤務（15年） 教授

<専門科目>
●旅行業経営論 ●観光マーケティング論 ●観光交通論etc. 

2015年3月 退職(70歳定年)
2015年4月 共栄大学国際経営学部 客員教授(ホスピタリティ論)

ー2017年3月

[学術・社会活動] ●UNWTO国連・世界観光機関(観光専門家委員Tourism Expert)
●NPO釧路湿原美術館（副理事長）
●NPO北東アジア輸送回廊ネットワーク(NPO理事)
●海外「観光活性化」講義（外務省・JICA:アセアン/中央アジア/ロシア）

「自己紹介」


